
もっと知りたい 福生の歴史（２） 
福生市のことをより知ってもらえるように、いくつかテーマをしぼって取り上げています。 

発行・問合せ 福生市郷土資料室（042-530-1120）  

福生市熊川８５０－１（中央図書館内） 開館時間 10：00～17：00 

※月曜休館（月曜日が祝日の場合は翌火曜日） 

http://www.museum.fussa.tokyo.jp/ 

福生を走る鉄道（２） 
ＪＲ五日市線（旧五日市鉄道） 

現在のＪＲ五日市線の前身は私鉄の

五日市鉄道で、大正１４年（１９２５）

拝島—武蔵五日市間が開通しました。

直後に武蔵五日市からさらに先の日の

出町（現在のつるつる温泉の方）へ延

伸され、大久野駅と武蔵岩井駅が作ら

れました。 

昭和５年（１９３０）には、拝島－

立川間には現在の青梅線とは別の線路 

が敷かれ、現在のＪＲ南武線、当時の南武鉄道に直結しました。 

その後五日市鉄道は、昭和１５年（１９４０）に南武鉄道に買収され、昭和

１９年（１９４４）に青梅鉄道とともに国有化されました。青梅線と重複する

立川－拝島間は不要路線とされ休止となりましたが、中央線から青梅線に直通

する電車が走る、立川－西立川間の線路の一部として残されています。 

五日市線が電化されたのは昭和３６年（１９６１）です。その後武蔵五日市

から先の大久野－武蔵岩井間が昭和４６年（１９７１）に旅客営業を廃止、武

蔵五日市－大久野間は貨物線として存続しましたが、昭和５７年（１９８２）

に廃止され、現在のような形となりました。 

 

五日市鉄道の計画にあたり、秋留台地に鉄道を通すには、地理的に熊川村を

通過しなければなりませんでした。そこで当時の熊川村では、村内に駅を作る

ことなどを条件に通過を許可し、熊川駅が作られることになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五日市鉄道開通当日 

（大正 14 年 4月 現在の福生第三中学校付近） 

熊川駅の完成は五日市鉄道開通から 6年後の昭和 6 年。

当初の熊川駅は現在よりも五日市側にあった。現在地に

駅が移るのは昭和 35 年。現在でも奥多摩街道と新奥多

摩街道の間に、当初の熊川駅ホームの名残である土の高

まりが見られる。 

（平成 24 年 熊川駅） 

五日市鉄道が熊川村を通過する際の条件の一つに、田園

地区の用水路を確保するため、田園地区に築かれる五日

市鉄道の堤防に、用水のための口を開けるというものが

あった。現在では田圃も用水路もなくなってしまった

が、用水のための口の跡がいくつか堤防に残っている。

（平成 24 年 福祉センター付近） 

用水のための口の跡
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ＪＲ八高線 

八高線は、大正１１年（１９２２）に国策と

して計画された鉄道で、上信越地方と横浜との

物資輸送の強化を目的に作られました。そのた

め、青梅線、五日市線とは違い、私鉄の期間は

ありません。当初の計画では、福生市内を通ら

ず、立川市の砂川地区を通る計画でしたが、再

三にわたる誘致運動が実ったのか、最終的には

福生市内を通ることになりました。 

昭和６年（１９３１）、八王子－東飯能間が

開通し、東福生駅も完成しました。高崎側から

も工事が行われ、全線が開通したのは昭和９年

（１９３４）です。 

昭和３３年（１９５８）には、横田基地滑走

路拡張のため、国道１６号線に沿って走ってい

た東福生－箱根ヶ崎間は線路が迂回すること

になりました。 

都内では一番最後までディーゼルカーで営

業していましたが、平成８年（１９９６）に八

王子－高麗川間が電化され、川越線との直通運

転が始まりました。ディーゼルカーから電車へ

の車両変更に合わせ、駅のホームが高くなった

り、車内の段差がなくなったりしました。 

 

西武拝島線 

 拝島駅は福生市と昭島市にまたがる駅で、西

武線側の北口は福生市に面しています。現在の

拝島駅は平成１９年（２００７）に運用を開始

したもので、それまで入場券を買って駅構内を

通るか、立川寄りにあった日本一長い踏切を渡

るしかなかった駅南北間の通行の不便が解消

されました。 

その拝島駅に西武拝島線が延伸されたのは

昭和４３年（１９６８）です。延伸に合わせ、

昭和４０年代には、西武線の福生駅までの延長

運動もありましたが、実現されませんでした。 

蒸気機関車による最後の運行。駅にはまだ

自由通路となる歩道橋が架かっていない。

（昭和 45 年 東福生駅） 

東福生駅には、かつて使われていた駅舎が

現在でも残されている（ホーム左奥）。ホー

ムがかさ上げされた様子もわかる。自由通

路に屋根が架けられたのは平成 19 年。 

（平成 24 年 東福生駅） 

福生市と昭島市にまたがる拝島駅には、利

用者に末永く愛され、両市の文化をつなぐ

自由通路となるよう、それぞれの市を表す

ステンドグラスが設置されている。福生市

の題材は七夕まつり。また、ＪＲの改札前

には両市の掲示板も設置されている。 

（平成 24 年 拝島駅自由通路） 


